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IASB「法人所得税」プロジェクトの新たな課題
中 島 稔 哲
要 旨







Ⅰ は じ め に
国際会計基準審議会（International Accounting Standards Board：IASB）と米国財務
会計基準審議会（Financial Accounting Standards Board：FASB）は，短期コンバージェ
ンス・プロジェクトのつとして，「法人所得税（Income Taxes）」（税効果会計）プロジェ
クトを進めてきた。同プロジェクトは IASB と FASB の共同プロジェクトとして，国際
会計基準（International Accounting Standards：IAS）第12号（IAS12）と FASB 財務会
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されない差異を除外するように変更することを提案している（IASB［2009a］, Question 1）。
⑵ 質問：税額控除および投資税額控除の定義
IAS12は，税額控除（tax credit）および投資税額控除（investment tax credit）を定義














ただし，投資が本質的に永続し（essentially permanent in duration），かつ一時差異が予
測可能な将来において解消しないことが明らかである在外子会社または在外ジョイント・
ベンチャーに対する投資に係る一時差異に対しては，繰延税金を認識しないものとしてい
る（IASB［2009a］, par. B5）。すなわち，IAS12の規定を SFAS109および会計原則審議会
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⑸ 質問：評価性引当額
ED は，IAS12の規定に換えて，繰延税金資産をまず全額認識し，その後，繰延税金資
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金資産および税金負債の測定に含めることを提案している（IASB［2009a］, Question 10）。
⑾ 質問11：税務基準額を形成しない減算額


















































Rechnungslegungs Standards Committee：DRSC）が，基本原理（first principles）から
法人所得税の会計処理を検討する共同プロジェクトを遂行しており（ASB［2008］, p. 4），













Norwegian Accounting Standards Board
（基準設定主体，ノルウェー）
The Quoted Companies Alliance
（作成者，イギリス）












Swedish Enterprise Accounting Group
（作成者，スウェーデン）
European Insurance CFO Forum
（作成者，欧州）
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South African Institute of Chartered Accountants
（会計士協会，南アフリカ）
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決定することを提案している（IASB［2009b］, par. BC21）。これに対して，EFRAG は，
企業は資産の回収を売却を通じてだけではなく，使用または消費を通じても行うことから，
































Accounting Standards Board of Japan
（基準設定主体，日本）
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